
B型肝炎ウイルスの宿主DNAへの組込みと肝癌発生

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2021-06-07

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: Hattori, Nobu

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.24517/00060309URL
This work is licensed under a Creative Commons
Attribution-NonCommercial-ShareAlike 3.0
International License.

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/


 Back to previous page

Published: 1988-03-31   Modified: 2016-04-21  

Report (1 results)

1988 Annual Research Report

Research Products (6 results)

All  Other

All  Publications

URL: https://kaken.nii.ac.jp/grant/KAKENHI-PROJECT-63010030/

肝炎ウイルスと肝癌発⽣ Research Project

Project/Area Number 63010030

Research Category Grant-in-Aid for Cancer Research

Allocation Type Single-year Grants

Research Institution Kanazawa University

Principal Investigator 服部 信   ⾦沢⼤学, 医学部, 教授 (30019640)

Co-Investigator(Kenkyū-
buntansha)

村上 清史  ⾦沢⼤学, がん研究所, 助教授 (90019878) 
落⾕ 孝広  ⼤阪⼤学, 細胞⼯学センター, 助⼿ (60192530) 
⼩池 克郎  癌研究会, 癌研究所, 部⻑ (30085625) 
樋野 興夫  癌研究会, 癌研究所, 研究員 (90127910) 
⼩俣 政男  千葉⼤学, 医学部, 講師 (90125914)

Project Period (FY) 1988

Project Status Completed (Fiscal Year 1988)

Budget Amount *help ¥17,900,000 (Direct Cost: ¥17,900,000)
Fiscal Year 1988: ¥17,900,000 (Direct Cost: ¥17,900,000)

Keywords HBV / DNA組み込み / ダックB型肝炎ウイルス / ウッドチャック肝癌 / トランスジェニックマウス / X遺伝⼦ / cMyc遺伝⼦ / エンハンサー / 癌遺伝⼦1ca

Research Abstract 本研究班の本年度の成果は1)慢性肝炎試料のHBV DNA組み込みの構造解析から組み込みが癌化に先⾏する可能性が⽰唆された。予備的結果では1n Vitro感染後
早期にHBV DNAの組み込みが検出された。 
2)⽐較的発癌性が弱いと考えられていたダックB型肝炎ウイルス感染によって肝癌発⽣が観察された。3)多中⼼的な腫瘍を特徴とするウッドチャック肝癌で
Progressionの段階と組み込み様式の変化・再編成を解析した。4)組み込まれたHBV DNAとその近傍の再編成を⾼頻度に起こすトランスジェニックマウスの系
統を⽤いて、その⼦孫、及び培養細胞系で解析を続け、肝癌発⽣頻度が⾼くなる結果を得た。5)X遺伝⼦の細胞増殖に与える影響を検討し、⾼発現細胞では増殖
促進効果が観察され、cMyc遺伝⼦の活性化を⽰唆する結果を得た。cMyc上流の制御領域と結合蛋⽩との相互作⽤にX蛋⽩が直接または間接的に影響を与える可
能性が⽰唆された。6)エンハンサーに特異的に結合する肝細胞の蛋⽩の精製を進め、4蛋⽩成分の存在を⽰す結果を得た。またプレゲノムのプロモター領域と結
合する肝特異的な結合蛋⽩を検出した。7)肝癌試料で活性化している癌遺伝⼦1caはonco-fetalな遺伝⼦でその遺伝⼦でその遺伝⼦構造を決定した。8)ヒト胎児
初代培養系を⽤いて1n Vitro感染系の確⽴に成功し、今後ウイルス感染、ウイルス増殖HBV DNAの組み込み等の機構を実験的に検討することが可能となった。
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